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3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない

2. 家族等の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68
3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが
67

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
59

利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿が
みられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

61

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている

4. ほとんどいない

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者の

3. あまり増えていない
58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

2. 少しずつ増えている

3. 家族の１/３くらいと

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

56

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる
（参考項目：23,24,25）

札幌市中央区南６条西１１丁目１２８４番地４　　高砂サニーハイツ４０１号室

平成26年11月7日

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの

医療法人　愛全会

　藻岩山の四季折々の景色を楽しみながら生活することができ、また近所にある山鼻
小学校の通学路になっていることから、日常を感じながら毎日を送って頂ける環境に
なっています。
　１階さくらさくら、２階ふじのはなでは、年間多くの行事でご家族様も含めた交流を持
ち、生活の幅を広げながら楽しく暮らしています。
　町内会のボランティアや中学校の体験学習の受け入れ、小学校のバザーへの出展な
どで地域に根ざした、また地域へ情報を発信できるグループホームを目指しています。
　職員は入居者様の尊厳を支え、生きがいのある時間を送って頂けるように日々事業
室内外の研修に参加し、自己とチームの研鑽に努めています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
1）ホームの環境や機能性
藻岩山裾の閑静な住宅街にあって四季の変化を楽しみ、近隣との温かな交流がある。居室や居間は明るく、多様な
装飾品の配置、機能的な介護設備が利便性の高い住環境を作っている。
2)職員の介護姿勢
職員は丁寧でやさしく、個々への心配りに意を留める介護に専念している。利用者は明るく穏やかで、伸び伸びと
日々の生活を楽しんでいる。
3）運営推進会議開催状況
民生委員や地元町内会役員、入所者、包括支援センターが参加し、定例的に開催。運営状況(ホーム行事、地元の
祭事、事故、苦情等)を資料とともに開示して、参会者の意見を運営に活かしている。
4）利用者家族の満足度
職員のアウトカム評価と調査機関による家族へのアンケート調査結果との整合性が高く、家族への月例の便りなどと
もに、家族の高い満足度を得ている。
5）地域との連携関係
近隣町内会との協議や諸行事への参加、運営推進会議での協議・報告も併せて、地域の社会資源の協力、連携に
努め、効果的な関係を進めている。

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Kネット

札幌市中央区南25条西13丁目1-22

グループホーム　舞

NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

自己評価作成日 平成26年10月1日 評価結果市町村受理日 平成26年11月27日

　（別紙４-１）

法人名

事業所番号

評価機関名

所在地

訪問調査日

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=true&Jigy
osyoCd=0170101018-00&PrefCd=01&VersionCd=022

0170101018

事業所名

所在地

基本情報リンク先URL



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容

運営推進会議で町内会の方々に参加して頂き認知
症についての勉強会を続けています。また地域の
中学校の体験学習を定期的に受け入れ、認知症に
ついての理解を深めてもらっています。

ご近所のボランティアの受け入れや町内会の清掃、
花植え活動への参加、また回覧板でお知らせが
あった行事には積極的に参加して地域と交流してい
ます。

２か月ごとの開催で事故の報告やケアプラン、行事
の説明をし入居者様、ご家族様、町内会や他職種
の方から意見を頂きケアに反映させています。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

面会時や毎月のお便りで日々の暮らしのご様子や
気づきをお知らせしています。また行事に一緒に参
加して頂く事で楽しみを共有し、絆をに大切にしなが
ら共に支援させて頂いていることをお伝えしていま
す。

毎日の生活の中で食事やティータイムの席を工夫し
たり、職員が関わることで入居者同士がより良い関
係になるよう努めています。また全員が楽しめるよう
なレクリエーションや趣味が同じ方々の時間と場の
提供などの支援をしています。



次のステップに向けて期待したい内容

個々の生活リズムを理解し、その方のできる事、少
しのお手伝いでできる事などを把握して支援するこ
とで喜びが増えるよう努めています。

ご本人、ご家族から頂いた情報や、日々の関わりの
中で言葉や表情から思いを汲み取り、ご本人が満
足した生活が送れるようケアにあたっています。ま
た毎月のカンファレンスで職員の気づきも反映させ
ています。

入所以来、利用者個々のアセスメントによ
る状況把握、家族との情報交換をもとに、
個々の生活経験や思いなどの把握に努
めている。また、月例会議では職員の気
づき等を共有して、支援に努めている。

ご本人、ご家族また担当マネージャーから入居前
の生活歴や生活環境、サービス利用の経過などを
お聞きし、ご自分らしい生活が継続できるよう支援し
ています。

職員の視点からだけでなくご家族の意向も聴き、入
居者様主体の介護計画を作成しています。また医
師、看護師にもアドバイスをもらいアセスメントとモ
ニタリングを定期の他必要に応じて行いケアに反映
させています。

介護計画は担当を中心に医師・看護師・
ケアマネ等他職種の意見を総合的に把
握、家族の意向を含め策定している。以
後、計画的執行とともに定期的な観察・見
直しを行っている。

介護計画に基づいて提供したケアの記録や評価を
生活記録に残しています。また毎日の申し送りやケ
アカンファレンスにて気づきや情報を共有し、見直し
や新しい目標の展開に活かしています。

地域のボランティアとの交流や町内会主催のカラオ
ケ大会に参加するなど、楽しみを持った生活が出来
るよう支援しています。近所の小学校のバザーには
毎年手作りマスコットを出展している入居者様もおり
ます。

月２回訪問診察の他、緊急時の往診や個々の病状
に合わせた他医療機関との連携も行い、ご本人と
ご家族に安心して頂けるよう支援しています。また
入居前からのかかりつけ医での医療も継続できる
よう支援しています。

個々のかかりつけ医受診を基本に、月2
回の訪問診療、緊急時診療、時に必要に
応じた他医療機関の受診など家族も安心
できる受診支援に努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

契約時に重要事項説明とともに「重度化し
た場合の対応指針」を合意。対応指針は
医師・看護師連携、看取りの指針等を文
書化して共有し、支援姿勢を明示してい
る。

全職員、入居者様、町内会の方が参加し消防署の
協力のもと年２回の防火訓練を実施しているほか、
運営推進会議で地域の方を招き災害についての勉
強会を開き協力体制を築いています。緊急時に高
齢者に配慮した持ち出し物品の整備も行っていま
す。

全員が法人や札幌市、消防署主催の緊急対応研
修を定期的に受け、実践に備えています。またユ
ニットで緊急対応マニュアルを作成し、カンファレン
スなどで繰り返し勉強会を行っています。

ご本人が自己決定し思いを表現できるようにお待ち
する時間や言葉がけに配慮しています。また日頃よ
り信頼関係を構築するよう努めています。

その方の自尊心が高められ維持できるよう尊厳に
配慮した言葉がけやまた羞恥心に配慮したケアを
心掛けています。個人情報や申し送りは場所を選
んで行っています。

職員はサービスの基本を個別性の尊重に
おき、個々の心配りを大切にした生活の
一コマを聞き取り、意向に沿い、誇りや羞
恥心を損ねない対応に努めている。

入居者様の気持ちを尊重しご本人のペースに合わ
せたパーソンセンタードケアを心がけています。意
思表示が困難な方には表情やサインを見逃さず、
ご本人の望む暮らしを提供するよう努めています。

ご本人のこだわりを尊重し、満足のいくおしゃれが
できるようお手伝いをしています。女性は化粧をした
りアクセサリーを付け男性はお気に入りの帽子を
被って外出を楽しんでいます。



次のステップに向けて期待したい内容

利用者は食事の準備や盛り付けなど、職
員とともに自然な状態でそれぞれの得意
な係りで手伝い、食事の時間を楽しんで
いる。



次のステップに向けて期待したい内容

車いすや歩行器を自由で安全に使用でき、介助
バーや手すりを設置することで排泄、整容、入浴な
ど今できていることが長く維持でき、介助を最小限
にし気兼ねなく暮らせるような環境整備をしていま
す。また字の大きな日めくりを掛けたり必要な目印
を付けてご本人が安心して生活できるようにしてい
ます。

食卓のほかにソファーを配置し気の合った入居者
様同士がゆっくりと過ごせるよう工夫しています。ま
た椅子を点在することで空間を分け、お一人の時間
も大切にできるよう配慮しています。


